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技

術

士

会

中

国

本

部

上
下
水
道
部
会
講
演
会

日
本
技
術
士
会
中
国
本
部

上
下
水
道
部
会

（
部
会
長
＝

今
井
田
敏
宏

・
復
建
調
査
設

計
保
全
構
造
部
技
術
部
長
）

主
催
の
講
演
会
が
２２
日
、
広

島
市
内
で
開
催
さ
れ
た
。
全

国
上
下
水
道
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
協
会
中
国

。
四
国
支
部
と

の
共
催
で
、
６
回
目
と
な
る

今
回
は
基
調
講
演
■
題
と
講

演
２
題
が
行
わ
れ
、
ウ

ェ
ブ

中
継
の
５
会
場

（
岡
山
，鳥

取

ｅ
島
根

。
東
京

。
高
松
）

と
合
わ
せ
約
７０
人
が
聴
講
し

た
。今

回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
と
し
て
、
各
会
場

の
定
員
を
半
分
程
度
に
抑
え

て
実
施
。
講
演
会
の
冒
頭
、

今
井
田
部
会
長
が

「全
講
演

が
非
常
に
興
味
深
い
内
容
で

貴
重
な
知
見
を
」
と
あ
い
さ

つ
後
、
諏
訪
守

。
土
木
研

究
所
水
環
境
研
究
グ
ル
ー

プ

（
水
質
）
総
括
主
任
研
究

員
が

「国
立
研
究
開
発
法
人

土
木
研
究
所
水
環
境
研
究
グ

ル
ー
プ

（
水
質
）
に
お
け
る

研
究
開
発
～
下
水
処
理
場
で

の
病
原
微
生
物
の
実
態
と
制

御
を
主
題
と
し
て
～
」
と
題

し
て
基
調
講
演
し
た
。

諏
訪
総
括
主
任
研
究
員

は
、
遺
伝
子
情
報
を
活
用
し

た
病
原
微
生
物
の
早
期
検
知

や
抗
生
物
質
耐
性
大
腸
菌
、

ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
、

震
災
時
に
お
け
る
病
原
微
生

物

へ
の
対
応
、

処
理
水
の
再
生

水
利
用
な
ど
を

解
説
。
流
入
下

水
の
遺
伝
子
情

報
を
活
用
す
れ

ば
、
感
染
症
の

早
期
か
つ
網
羅

的
な
検
知
の
可

能
性
を
示
し
、

「
感
染
症
拡
大

防
止
な
ど
に
貢

献
で
き
る
下
水

道
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
」
な
ど
と
期
待
を
寄

せ
た
。

２
題
の
講
演
は

▽
中
小

水
道
事
業
体
の
現
状
と
課

題

（
分
部
秀
樹

。
わ
け
べ
技

術
士
事
務
所
代
表
取
締
役
）

▽
管
路
更
新
の
促
進
に
よ
る

水
道
の
基
盤
強
化
に
つ
い
て

（
山
崎
弘
太
郎

ｏ
日
本
ダ
ク

タ
イ
ル
鉄
管
協
会
関
西
支
部

長
）
―
。

分
部
代
表
取
締
役
は
、
津

山
市
水
道
局
長
を
務
め
た
経

験
か
ら
、
中
小
水
道
事
業
体

の
実
情
と
し
て
、
施
設
老
朽

化
の
進
行
や
耐
震
化
の
遅

れ
、
経
営
基
盤
の
脆
弱
性
、

計
画
的
更
新
の
備
え
不
足
な

ど
を
指
摘
。
技
術
士

へ
の
期

待
と
し
て
、
適
正
規
模
を
踏

ま
え
た
水
道
施
設
の
耐
震

化

・
老
朽
更
新
、
技
術
継
承

の
支
援
な
ど

へ
の
貢
献
を
挙

げ
た
。

山
崎
支
部
長
は
、
水
道
の

持
続
性
確
保
や
頻
発
す
る
災

害
の
備
え
に
は
、
管
路
更
新

の
促
進
が
不
可
欠
で
、
業
務

効
率
化
が
可
能
と
な
る
新
た

な
工
事
の
進
め
方
と
し
て
、

公
民
連
携
に
よ
る
水
道
管
路

工
事
に
特
化
し
た
設
計

。
施

工

一
括
方
式
が
有
効
だ
と
説

明
。
管
路
更
新
を
促
進
す
る

工
事
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究

会
が
検
討
す
る
地
元
工
事
業

者
主
体
の
小
規
模
簡
易
Ｄ
Ｂ

を
推
進
し
、
発
注
簡
略
化
や

業
務
軽
減
な
ど
の
必
要
性
を

強
調
し
た
。

不
霰
饂
心
杉
子
褥
軋
に
も
吻

瘍
睾
餃
Ｌ
や
管
路
更
新
も
紹
介
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骰
陪
蝙
学
轟案タ
ス
ケ
フ
才
置
ス
の
或
り
織
ら
も
は
弁

～
鶴
本
技
術
士
会
申
国
本
部
上
下
水
道
部
会

。
講
演
△
鐵
～

土
木
研
究
所
の
識
読
氏
ガ
講
演

土
木
研
究
所
水
環
境
研
究
グ
ル
ー

帰
舞
ト
リ
　
　
酵
夢
嶋́

プ

（水
質
）
総
括
主
任
研
究
員

詢
醐
¨̈討
け
　

ｄ
「
．
ｒょ

諏
訪
守

。
国
立
研
究
開
発

法
人
土
木
研
究
所
水
環
境
研

究
グ
ル
ー
プ

（
水
質
）
総
括

主
任
研
究
員
は
、
公
益
社
団

法
人
日
本
技
術
士
会
中
国
本

部
上
下
水
道
部
会
主
催
の
２

０
２
０
年
度
講
演
会

（
８
月

２２
日
、
広
島
市
内
）
で
、

一
国
立
研
究
開
発
法
人
土
木

研
究
所
水
環
境
研
究
グ
ル
ー

プ

（
水
質
）
に
お
け
る
研
究

開
発
～
下
水
処
理
場
で
の
病

原
微
生
物
の
実
態
と
制
御
を

主
題
と
し
て
～
」
と
題
し
て

基
調
講
演
し
た
。

諏
訪
総
括
主
任
研
究
員
は

「
水
質
チ
ー
ム
の
調
査

。
研

究
の
概
要
」
「
遺
伝
子
情
報

を
活
用
し
た
感
染
症
の
早
期

検
知
」
「
抗
生
物
質
耐
性
大

腸
菌
」
「
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ

ジ
ウ
ム
」
「
震
災
時
に
お
け

る
病
原
微
生
物

へ
の
対
応
」

「
再
生
処
理
水
の
リ
ス
ク
評

価
」
を
紹
介
し
た
。

水
質
チ
ー
ム
の
研
究
課
題

で
は
、
環
境
水
や
下
水
処
理

水
中
の
化
学
物
質
な
ど
の
分

析

。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
の

開
発
、
汚
濁
物
質
の
挙
動
解

明
、
ウ
イ
ル
ス

・
抗
生
物
質

耐
性
菌
な
ど
の
病
原
微
生
物

や
マ
イ
ク
ロ
プ

一フ
ス
チ
ッ
ク
、

医
薬
品
な
ど
の

微

量

化

学

物

質
、
水
生
生
物

や
水
生
生
態
系

へ
の
影
響
評
価
、
対
策
手
法

の
開
発
な
ど
を
挙
げ
た
。

遺
伝
子
情
報
を
活
用
し
た

感
染
症
の
早
期
検
知
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流

行
で
、
感
染
予
防
策
が
励
行

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
感
染

性
胃
腸
炎
や
急
性
ウ
イ
ル
ス

性
咽
頭
炎
な
ど
の
感
染
症
患

者
数
の
低
減
に
寄
与
し
て
い

る
と
紹
介
。

ま
た
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は

砂
ろ
過
で
９０
％
、
標
準
活
性

汚
泥
法
で
９９
％
、
生
物
学
的

高
度
処
理
法

（窒
素

ｏ
リ
ン

除
去
）
で
９９

ｏ
９
％
、
膜
分

離
活
性
汚
泥
法
で
９９

ｏ
９９
％

の
除
去
効
果
が
あ
る
と
し
、

下
水
処
理
場
が
公
共
用
水
域

で
の
ウ
イ
ル
ス
負
荷
を
大
幅

に
低
減
し
て
い
る
と
し
た
。

さ
ら
に
、
流
域
下
水
の
水

質
情
報
活
用
策
の
■
つ
と
し

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
流
行
状
況
の
把
握
に
向

け
、
国
内
外
で
検
出
法
や
定

量
法
の
確
立
を
含
め
、
下
水

試
料
な
ど
の
調
査
が
行
わ
れ

て
い
る
と
説
明
。
国
内
で
は

日
本
水
環
境
学
会
内
に
、
諏

訪
総
括
主
任
研
究
員
も
構
成

メ
ン
バ
ー
を
務
め
る
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
１
１９
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

が
設
立
さ
れ
、
調
査
研
究
活

動
が
進
展
中
で
、
大
学
な
ど

に
よ
る
下
水
試
料
か
ら
の
検

出
報
告
事
例
を
披
露
し
た
。

山
梨
大
学
と
北
海
道
大
学

の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
国
内

初
と
な
る
下
水

。
河
川
水
調

査
で
、
塩
素
消
毒
前
の
下
水

処
理
水
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
Ｒ
Ｎ
Ａ

（
遺
伝
子
情

報
）
を
検
出

（
２
４
０
０
コ

ピ
１
／
Ｌ
）
。
ま
た
、
横
浜

市
衛
生
研
究
所
と
国
立
感
染

症
研
究
所
の
研
究
グ
ル
ー
プ

は
、
横
浜
市
水
再
生
セ
ン

タ
ー
の
流
入
下
水
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
Ｒ
Ｎ
Ａ
を

検
出

（
９
４
■

コ
ピ
１
／

Ｌ
）
し
た
と
し
、
さ
ら
な
る

調
査
進
展
や
成
果
反
映
と
と

も
に
、
下
水
処
理
で
の
効
率

的
な
除
去
技
術
の
開
発
な
ど

に
期
待
を
寄
せ
た
。

一
方
、
抗
生
物
質
耐
性
大

腸
菌
を
含
む
薬
剤
耐
性
感
染

症
は
、
主
要
国
首
脳
会
議
で

も
重
要
課
題
に
位
置
付
け
ら

れ
て
お
り
、
適
切
な
塩
素
管

理
に
向
け
、
放
流
先
の
水
利

用
状
況
や
残
留
塩
素
に
よ
る

生
態
系

へ
の
影
響
懸
念
な
ど

を
勘
案
し
た
低
濃
度
化
や
、

下
水
処
理
場
で
の
継
続
し
た

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
、
流

域
で
の
流
行
状
況
や
新
た
な

耐
性
菌
が
把
握
で
き
る
可
能

性
な
ど
を
指
摘
。
紫
外
線
は

比
較
的
に
低
線
量
で
も
、
高

い
不
活
化
効
果
が
得
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
消
毒
施
設
の
更

新

・
改
築
時
に
あ
わ
せ
た
導

入
検
討
な
ど
を
求
め
た
。

ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム

に
つ
い
て
は
、
平
常
時
は
水

系
リ
ス
ク
管
理
計
画
に
基
づ

く
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施

し
、
集
団
感
染
発
生
時
は
流

入
下
水
の
オ
ー
シ
ス
ト

（嚢

胞
体
）
が
高
濃
度
に
な
る
た

め
、
衛
生
部
局

な

ど

と

連

携

し
、
早
期
の
情

報
収
集
が
必
要

と
し
た
。

震
災
時
に
お

け
る
病
原
微
生
物

へ
の
対
応

で
は
、
東
日
本
人
震
災
で
被

災
し
た
下
水
処
理
場
の
現
地

調
査
な
ど
を
踏
ま
え
、
段
階

的
機
能
回
復
に
よ
る
放
流
水

質
と
塩
素
消
毒
効
果
な
ど
の

評
価
を
実
施
。
水
処
理
プ
ロ

セ
ス
に
加
え
、
汚
泥
処
理
プ

ロ
セ
ス
の
早
期
復
旧
の
重
要

性
と
と
も
に
、
水
利
用
シ
ス

テ
ム
に
お
け
る
緊
急
時
感
染

リ
ス
ク
低
減
手
法
構
築
の
必

要
性
な
ど
を
強
調
し
た
。

ま
た
、
被
災
後
の
電
力
回

復
前
は
Ｐ
Ａ
Ｃ
や
塩
素
消
毒

を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
処

理
、
電
力
回
復
後
は
紫
外
線

消
毒
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

下
流
域

へ
の
浄
水
原
水
に
及

ぼ
す
病
原
微
生
物
リ
ス
ク
の

大
幅
な
低
減
が
見
込
ま
れ
る

と
し
て
い
る
。

再
生
処
理
水
の
リ
ス
ク
評

価
で
は
、
影
響
の
深
刻
度
や

継
続
時
間
、
感
染
発
症
確
率

を
考
慮
し
た
共
通
指
標
と
し

て
、
損
失
余
命
試
算
で
用
い

ら
れ
て
い
る
Ｄ
Ａ
Ｌ
Ｙ

（障

害
調
整
生
存
年
数
）
で
の
展

開
の
必
要
性
を
強
調
。
消
毒

副
生
成
物
の
生
成
要
因
の
■

つ
で
あ
る
前
駆
物
質
制
御
、

対
象
水
な
ど
を
広
げ
た
デ
ー

タ
蓄
積
に
よ
る
評
価
の
必
要

性
な
ど
を
示
し
た
。

最
後
に
、
下
水
道
は
公
共

用
水
域
の
水
質

。
衛
生
環
境

な
ど
の
保
全
に
加
え
、
新
た

な
役
割
と
し
て
流
入
下
水
の

水
質
情
報
を
活
用
し
、
感
染

症
拡
大
防
止
を
担
う
重
要
か

つ
必
要
不
可
欠
な
社
会
資
本

で
あ
る
と
し
て
、
「
感
染
症

拡
大
を
防
止
し
、
地
域
に
貢

献
で
き
る
下
水
道
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
」
な
ど
と
ま
と
め

た
。

下
は
礫
鰊
鉤
又
卍
拗
餃
鱚

縣
眈
症
の
拡
大
防
止
に
工具
薮

八


